
 
 

地元の住民と企業による 

「駅を中心としたまちづくりにより、 

地域を活性化」 

 

ＪＲ西日本「太市駅」 

（兵庫県姫路市） 

 
 

連携・協働の概要 
【太市駅を地域の資源と位置づけ】 

・平成 27年度に、太市地域では有識者を交えた地元のまちづくりの協議を行い、地域の目標を「駅

を中心としたまちづくりにより、地域を活性化」とすることにしました。 

・姫路市では平成 28 年度に「鉄道駅周辺整備プログラム」を策定しており、市内の各駅を計画的

に整備していく方針となっていたため、太市駅もその中で整備していくことになりました。 

【地元企業による地域貢献の意向がある一方で、都市計画に課題】 

・議論を進める中で、まちづくりに賛同する地元企業が現れ、駅の土地を JR から買い取って本社

を移転し、その一部に喫茶店やトイレを設置するなど賑わいを作りたいという意向を示しました。 

・しかしながら駅周辺は市街化調整区域のため、開発には都市計画手続きが必要でした。 

【地元の総意による素早い都市計画・市による基盤整備】 

・JR による駅のコンパクト化事業により、駅舎を壊して駅機能を更新しました。 

・駅周辺で地区計画を実施することとし、市街化調整区域でも企業本社や喫茶店などを設置でき

るようにしました。また、P&R（パークアンドライド）の用地を確保するため、地元住民で適地

の地権者に話をもちかけ、農振農用地の除外等を行うことで、駐車場を確保しました。 

・JA の倉庫が駅前にありましたが、地元からの要望で JAに取り壊ししてもらったうえで、用地を

市が買い取ってロータリーや駐輪場などを整備しました。 

 

連携・協働による効果 

・駅やその周辺が大胆に整備され、まちづくりの拠点としてよみがえりました。 

・地域の総意があったため、市による都市計画手続きや、JA による倉庫取り壊しが、スムーズに

進みました。 

・地域に新たに飲食店ができたことで住民の利便が増すとともに、駅前に立地した企業も地域貢

献としてイメージアップが図れました。 

 
関係者の役割 

 
 
  

【鉄道事業者の役割】 

○他の駅整備の事例

紹介 

○住民の意向に沿っ

た駅整備 

 

【地域の役割】 

住民：○まちづくりの方針策定 

○地区計画などに必要な地域

の総意のとりまとめ 

○地権者との調整 

企業：○喫茶店・トイレなど利便施設

の整備、賑わいづくり 

 

【行政の役割】 

○「鉄道駅周辺整備プログラム」

による計画的な駅前広場整備 

○地区の総意に基づく都市計画

の迅速な手続き 

○P&R の事業者募集と利用者へ

の広報 

 

太市駅の取組を動画でご覧いただけます。 

コチラから YouTube へリンク 

https://youtu.be/qdCH4uS3vdQ


 
 

参考資料 

 

 

 



 
 

 
 

  

地 元 ＪＲ西日本

民間企業
（関西陸運）

姫 路 市

・鉄道利用促進
・駅利用者の駐車場整備

・サービス向上（増便）
・設備投資（新駅舎、高速化）
・まちづくりへの協力

・駅前広場の維持管理
・まちづくりへの協力

・建築規制緩和（地区計画）
・公共空間の利活用

・駅前広場、駐輪場
・駅周辺ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化
・交通ネットワーク
・鉄道利用促進

・サービス向上（増便）
・設備投資（新駅舎、高速化）
・まちづくりへの協力

・まちづくりへの参画
・イベントの協力
・トイレ、休憩所の提供
・カフェ出店

・民間事業への協力
・イベントの協力

【太市駅周辺の４者協定】


